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( 愛染橋病院　外科・小児外科 )

谷 　 岳 人

海 で の 出 会 い

スキューバダイビングを楽しんでいました。
その中ですごく印象に残っているのがパラオ
共和国（太平洋にある島国）でのダイビングに
なります。
　私はパラオの海の中でさまざまな生き物と
出会いうことができました。ウミガメが海の
中で休憩しているところから優雅に海の中を
私達と反対方向に去っていったところ。マダ
ラトビエイがゆっくり羽ばたいて横を通り抜
けていったこと。大きなナポレオンフィッ
シュがお気に入りの岩場の周りをゆっくりぐ
るぐる回っているところ。海面を見上げると
バラクーダやイソマグロの大群に太陽の光が
反射してキラキラ光ってみえたこと。ネムリ
ブカ（サメの一種）が海底をぐるぐる回ってい
たところ。15 年以上前のことなのですが、こ
れらのことを今でも鮮明に思い出すことがで
きます。カメ、エイ、サメ、魚の大群などは
水族館で見たことはありますが、当時の私に
とってパラオの海中でのこれらの生き物との
出会いはとても印象的で、今まで味わったこ
とのない感動を受けました。スキューバダイ
ンビングをする人の中には、私が体験したよ
うな大きな魚や生き物が好きな人と、サンゴ
礁の中に隠れて生きている小さなエビやイソ

　私が学生自体に経験した海での出会いにつ
いて少し語りたいと思います。このような言
葉を聞くと何かロマンチックな出会いや、彼
女との海沿いでの思い出のような話ではない
かと思う方がいるかもしれませんが、海は海
でも私の出会いは海中での生き物との出会い
です。
　私は医学生になってすぐにスキューバダイ
ビングのライセンスを取得しました。大学に
入学する前からスキューバダイビングには興
味を持っており、いつかしてみたいと漠然と
思っていました。そのようなときに、大学で
クラブに入った後、先輩から一緒にライセン
ス取得に行かないかと誘いを受けました。ま
だ、バイトもしていなかったのでライセンス
取得のためのお金が当時ありませんでした
が、このときを逃すまいと親から借金をして
ライセンスを取得しに行きました。スキュー
バダイビングのライセンスを取得するには講
義と実習があります。講義は会場でのダイビ
ング機材の使い方や窒素酔いなどの海中で人
体に与える影響などについて学習し、プール
や海での実習でダイビング機材の使用を実践
します。最後に試験をパスするとライセンス
取得となります。学生時代はバイトで貯めた
お金で、東南アジアや日本国内などの近場で
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◎令和元年度 9 月定例理事会　　　
　日　時　令和元年 9 月 27 日〈金〉  
　　　　　午後 8 時〜午後 9 時 50 分
　場　所　浪速区医師会　会議室  

協議事項
１．高齢者等在宅医療・介護連携に関する相談

支援事業業務委託受託法人募集について
　　　　　　　　　　　＜澤井会長＞

　　大阪市より標記事業の募集案内があった。
事業の目的は、高齢者等が医療と介護が
必要になっても、住み慣れた地域で生活
が続けられるよう、地域の医療・介護関
係者等からの在宅医療・介護の連携に関
する相談を受け付けるため、在宅医療・
介護連携支援コーディネーター を配置し
た相談支援室を設置し、医療及び介護の
関係機関と連携を密にしながら、連携の
調整、情報提供等の支援を行うことによ
り、切れ目のない在宅医療と介護の提供
体制の構築を推進することである。

　　契約期間　令和 2 年 4 月 1 日～令和 5 年
3 月 31 日までの 3 年間　　　　　　　 

協議の結果、前期同様に医療法人満領
会と共同受託とし、申請することに決定。

２．下半期の中央急病診療所への出務協力依
頼について　　　　　　　＜原田理事＞

　　資料のとおり案を作成した。

協議の結果、了承。

３．その他
　　なし。

報告事項
１．郡市区等医師会長協議会について

ギンチャクにいるクマノミなどの小さな魚や
生き物が好きな人もいます。小さな生き物は
とてもかわいらしくていいでのすが、私はど
ちらかというと大きな生き物が優雅に動いて
いる姿を見る方が好きなタイプですね。
　最近はさまざまな理由でスキューバダイビ
ングに行く機会が得られていませんが、80 歳
でスキューバダイビングをした人がいるとダ
イビングのインストラクターから聞いたこと
があります。体が元気であればスキューバダ
イビングはいつまででもできると思いますの
で、また新たな海での出会いに想いをよせて
ダイビングプランを練りたいと思います。
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（7）大阪市がん検診個別受診勧奨の件△

報告事項
（1）令和 2 年度大阪市予算の編成に対する

要望（ 8 月 22 日）報告の件
（2）大阪市立総合医療センター地域医療連

絡協議会（ 7 月 25 日）報告の件
（3）第 1 回大阪市医療・病床懇話会（ 8 月

19 日）報告の件
（4）第 1 回大阪市病院連絡会（ 9 月 4 日）

報告の件
（5）検診・健診に関する報告の件△

会議日程　　　　　　　　（詳細　略）

３．第１回病院連絡会について
　　（ 9 月 4 日〈水〉）　　　　　＜澤井会長＞

次第は次のとおり。△

開会△

議事
（1）2019 年度「地域医療構想」の進め方

について
（2）大阪市二次医療圏「地域医療構想」の

進捗状況について
（3）2019 年度第 2 回病院連絡会の概要に

ついて
（4）第 2 回病院連絡会について
（5）外来医療計画策定について
（6）2019 年度病床転換促進事業について
（7）その他△

閉会　　　　　　　　　　（詳細　略）

４．健活おおさか推進府民会議 2019 ～日本
健康会議 in 大阪について

　　（ 9 月 13 日〈金〉）　　　　  ＜澤井会長＞
　　大阪市中央公会堂で開催された。
　　吉村知事、横倉会長の開会の挨拶、その

後に日本健康会議の取り組み状況の説明
があった。

　　健康体操や講演、取組事例の発表が行わ
れ、茂松会長の閉会の挨拶で終了となっ
た。　　　　　　　　　　　（詳細　略）

５．浪速区役所との健康展に関する面談につ
いて

　　（ 9 月 27 日〈金〉）　　　　  ＜澤井会長＞
　　次第は次のとおり。△

開会△

会長挨拶△

連絡事項
（1）令和元年度第２回ウェルカムパーティ

Part Ⅱ開催の件
（2）消費税増税に伴う令和元年度会員検診

（大阪府医師会会員等の健康診断）実
施要領変更の件

（3）「地域医療構想の実現と調整会議での
議論活性化に向けたさらなる取組とし
ての再検証対象医療機関の公表と医師
会病院を含む民間の地域医療支援病院
について」の件

（4）日医標準レセプトソフト（ORCA）の今
後の対応の件

（5）10 月度行事・会合日程の件
（6）その他
　　大阪における日医医師資格証発行率

推移　 　 △

協議
　　

△

閉会　　　　　　　　　　（詳細　略）

２．大阪市医師会連合会委員会について
　　（ 9 月 9 日〈月〉）　　　　　＜澤井会長＞
　　次第は次のとおり。　　△

協議事項
（1）平成 30 年度歳入歳出決算の件△

連絡事項
（1）大阪市重症心身障がい児者医療コー

ディネート事業への協力依頼の件
（2）令和元年 10 月以降の大阪市予防接種

委託料ならびに先天性風しん症候群予
防のための抗体検査事業の件

（3）令和元年 10 月以降の大阪府医師会委
託業務（結核関係）の件

（4）令和元年 10 月以降の大阪市肝炎ウイ
ルス検査委託料の件

（5）令和元年 10 月以降の西成特区結核健
康診断委託料の件

（6）令和元年 10 月以降の大阪市がん検診
等委託料の件
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入などを見据えて」（ビックデータ）
（3）令和元年度日本医師会医療情報システ

ム協議会について△

その他△

今後の日程　第 5 回：令和元年 11 月
28 日〈木〉午後 2 時～（TV 会議）△

閉会　　　　　　　　　　（詳細　略）

８．第１回郡市区等医師会救急医療担当理事
連絡協議会について

　　（ 7 月 29 日〈月〉）　　　　  ＜原田理事＞
　　次第は次のとおり。△

開会△

挨拶△

出席者紹介△

議事
（1）平成 30 年度大阪府医師会「救急・災

害医療対策」事業報告について
（2）令和元年度大阪府医師会「救急・災害

医療対策」事業計画について
（3）令和元年度「救急の日」・「救急医療週

間」行事実施要綱および令和元年度
「救急の日」及び「救急医療週間」行
事実施経費助成金交付要綱について

（4）マスギャザリング災害（CBRNE）対策
セミナー

　　（令和元年度都道府県救急災害医療担
当理事連絡協議会）について

（5）「大阪 880 万人訓練」実施について
（6）大阪市立大学 JATEC コースについて
（7）令和元年度救急医療研修会の開催計画

について△

その他△

閉会　　　　　　　　　　（詳細　略）　　　　　　　　　　　　　　　

９．第１回大阪市内医師会救急医療担当理事
連絡協議会について

　　（ 7 月 29 日〈月〉）　　　　  ＜原田理事＞
　　次第は次のとおり。△

開会△

挨拶△

議事
（1）平成 30 年度大阪市急病診療実績等に

　　（ 9 月 18 日〈水〉）　　　　  ＜澤井会長＞
浪速区役所より今後の区民への健康啓発
について面談があった。
健康展について開催を見合わせざる得な
い状況の説明と今後の方針等の説明が
あった。　　　　　　　　　（詳細　略）

６．浪速消防署との情報交換会について
　　（ 9 月 6 日〈金〉）　　　＜久保田副会長＞
　　浪速消防署の牧野氏より今年の消防隊の

近況を下記のとおり伺った。
①大阪市で平成 30 年度の出場件数が

242,612 件と一昨年度 229,013 人より大
きく上回った。

②現場処置人員が 6,248 人から 6,439 人
と増員された。

③今年度の傾向として、盆明けからもし
ばらく脱水症、熱中症が減少せず連年
より時期による搬送数は増加。

④診療所から病院までの転院搬送依頼を
する場合、所定の転院搬送依頼書への
記載を求められた（現状は開業医の２
割程度のみ記載あり）。

⑤以前に比べ、頻回に救急連絡する人の
数は減少傾向であるが、若い人の薬物
中毒（眠剤、違法薬物等）の搬送は増
加傾向にある。　　　　　（詳細　略）

　　　　　　　　　　　　　
７．医療情報委員会について
　　（ 9 月 26 日〈木〉）　　  ＜久保田副会長＞
　　次第は次のとおり。△

開会△

報告事項
（1）大阪における日本医師会医師資格証発

行率推移について
（2）その他△

協議事項
（1）第 32 回医療情報に関する講演会開催

について
（2）諮問事項について
　 「医療における ICT 化施策への（医師

会・医療機関の）対応について
　 ～オンライン資格確認、医療等 ID の導
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ついて
（2）令和元年度下半期分中央急病診療所出

務医師割当（案）について
（3）その他△

閉会　　　　　　　　　　（詳細　略）　

10．自立支援型ケアマネジメント検討会議につ
いて

　　（ 9 月 10 日〈火〉）　　　　  ＜橋村理事＞
　　次第は次のとおり。△

検討会議の趣旨について△

守秘義務について△

出席者の自己紹介△

検討事例△

まとめ　　　　　　　　　（詳細　略）

11．浪速区在宅医療・介護連携推進会議について
　　（ 9 月 25 日〈水〉）　　　　  ＜橋村理事＞
　　次第は次のとおり。△

多職種連携研修会について△

区民講演会（在宅医療介護講演会）に
ついて△

行政の取組報告について△

各所属での取り組みについて△

その他　　　　　　　　　（詳細　略）

12．学術講演会について
　　（ 7 月 20 日〈土〉）　　　　  ＜富永理事＞
　　講演内容は次のとおり。

演題　糖尿病性腎症重症化予防～アルブ
　　　ミン尿 vs. eGFR ～
講師　大阪市立大学大学院医学研究科・
　　　腎臓病態内科学　森  克仁　先生
出席者数　32 名
共催　田辺三菱製薬㈱
情報提供　慢性腎不全用剤クレメジン速　　
　　　　　崩錠　　　　　　（詳細　略）

13．働き方改革労務関連　会長・担当理事・事
務局合同研修会について

　　（ 9 月 11 日〈水〉）　　　　  ＜富永理事＞
　　次第は次のとおり。△

開会

△

挨拶△

講演
　「働き方改革と今後の医療機関の労務

管理」△

質疑応答△

閉会　　　　　　　　　　（詳細　略）

14．富永病院湊町フォーラムについて
　　（ 9 月 21 日〈土〉）　　　　  ＜富永理事＞
　　次第は次のとおり。△

開会△
講演Ⅰ

　「循環器診療 Update2019 ～心房細動を
中心に～」△

講演 Ⅱ
　「当院の脳卒中診療 Update～急性期血栓

回収療法、脳動脈瘤治療を中心に～」△

講演 Ⅲ
　「脳神経内科診療 Update2019：頭痛、

脳卒中を中心に」　　　 　（詳細　略）

15．病診連携委員会について
　　（ 8 月 26 日〈月〉）　　　　 ＜入野理事＞
　　次第は次のとおり。△

第 91 回病診連携委員会報告について△

浪速消防署からの報告について△

ブルーカードの更新と更新期限について△

ブルーカード登録数について△

その他　　　　　　　　　（詳細　略）

16．医療問題研究委員会について
　　（ 9 月 11 日〈水〉）　　　　  ＜福永理事＞
　　次第は次のとおり。△

開会△

協議事項△

今後の予定△

閉会　　　　　　　　　　（詳細　略）

17．その他
　　なし。

次回理事会　
　　令和元年 10 月 25 日〈金〉　午後 8 時〜



11月度学術講演会のお知らせ

　11 月の浪速区医師会講演会の内容は下記の
とおりです。
　多数の先生方の参加をお待ちいたします。

　日時：令和 1 年 11 月 16 日〈土〉
　　　　午後 2 時〜 4 時
　場所：一般社団法人浪速区医師会　会議室
　演題：  「過活動膀胱（OAB）診断と治療」
　講師：大阪中央病院 副院長 / 泌尿器科 
　　　　　　　　  部長　関井　謙一郎  先生
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■ 相談内訳（重複有）

 

①
　
医
　
療　

① 診療所・医師に関して 1 件

② 訪問診療できる医療機関に関して 1 件

③ 病院（入院・転院先等）に関して 0 件

④ 歯科に関して 0 件

⑤ 薬局・薬剤師に関して 0 件

⑥ 訪問看護に関して 0 件

⑦ 医療の手続きに関して 0 件

⑧ その他 0 件

②
　
介
　
護

① ケアマネに関して 0 件

② 地域包括支援センターに関して 0 件

③ 介護事業所等に関して 0 件

④ 介護の手続きに関して 0 件

⑤ その他　 0 件

③ 退院支援に関して 0 件

④ 看取りに関して 0 件

⑤ その他（内容：　　　　） 0 件

合　　計 2 件

＜お問合せ＞　浪速区在宅医療・介護連携相談支援室

〒 556-0022 大阪市浪速区桜川 4-11-16 アリタビル 50B

 TEL:070-1760-4964　　FAX:06-6567-8058

　9 月の相談件数は 1 件でした。地域包括支
援センターから医療拒否があるがかかりつけ
医を探してほしい依頼でした。
西ブロックの入退院支援にかかる多職種研修
会 9 月 12 日（木）福島区区役所に行って来ま
した。東ブロック（浪速区）は 10 月 5 日（土）
リゲッタＩＫＵＮＯホール（旧生野区民セン
ター）の予定です。
在宅医療、介護において何か困ったことや問
い合わせ等ありましたらご連絡ください。よ
ろしくお願いします。 

相談受理実績
■ 個別ケースに関する相談（R1. 9 月度）

① 医科 0 件

② 歯科 0 件

③ 薬局・薬剤師 0 件

④ 病院　地域連携相談室 0 件

⑤ 訪問看護 0 件

⑥ 介護支援専門員 0 件

⑦ 地域包括支援センター 1 件

⑧ ⑥⑦以外の介護関係事業所 0 件

⑨ 認知症初期集中支援チーム 0 件

⑩ 他区在宅医療・介護連携支援室 0 件

⑪ 区役所・保健福祉センター 0 件

⑫ 区民 0 件

⑬ その他（ 　　　 ） 0 件

合　　計 1 件

●　　　浪速区在宅医療・介護連携相談支援室　からのお知らせ



7

　令和元年 11 月の各業務の出務予定は次の
とおりです。ご協力のほどよろしくお願いい
たします。

　●保健福祉センター�
　　11 月 28 日〈木〉午後 1 時 40 分〜 3 時 30 分
　　　　小児科　川田　信哉・本田　秀明
　　　　眼　科　吉野　成泰
　　　　耳鼻科　中村　泰久

　●保健福祉センター�
　　11 月 7 日〈木〉　午後 2 時〜 3 時 30 分
　　　　　川田　信哉

　●保健福祉センター�
　　11 月 21 日〈木〉　午後 2 時〜 3 時 30 分
　　　　　北村　栄作・橋村夏野子

　●中央急病診療所
　　11 月 1 日〈金〉深夜 22：00 〜 30：00
　　　　　池田　秀博

浪速区医師会
活動の伝言板



　甚大な被害をもたらした台風 19 号が去る
と急に秋を実感するようになりました。ラグ
ビーワールドカップ日本大会中で、日本チー
ムが初めて決勝トーナメントに勝ち上がり、
にわかラグビーファンが急増中だそうです。
　まだまだ暑さの残っていた 10 月 6 日、浪
速区医師会リクリエーションの徳島、淡路島
旅行に参加させていただきました。バスで徳
島までむかいましたが、途中でなんと、バス
が道を間違え、神戸の住宅街を大きなバスで
運行するというめったにできない経験をしま
した。運転手さんも道に迷う経験などしたこ
とがないとのこと、何かが起こる医師会旅行
です。徳島に到着し、初めて見るうずしお、
どれがうずしおなのかはっきりかわかりませ
んでしたが、（すみません、、、）潮風の気持ち
よさ、海、波の動きの美しさ、最高でした。
そして、観光旅館「うめ丸」でお昼ご飯、ど
れもこれも美味しい鯛料理の数々で食べきれ
ないくらいでした。横の席では藤吉先生と福
永先生がラグビーと音楽の話で盛り上がって
いらっしゃいました。お二人とも学生のころ
ラグビー部に所属されていたそうです。福永
先生はわかりますが、藤吉先生がラグビー部
というのは意外すぎです、ウケ狙いではない
でしょうか。福永先生にそっくりなお母様が
伝説的なくらい楽しいお話をしてくださり、
皆さんで大爆笑。澤井会長のお孫さんがはと
こにあたられる川田先生のお孫さんと一緒に
遊んでいらっしゃる姿は可愛くてたまりませ
んでした。にぎやかで楽しい昼食になりまし
た。その後は大塚国際美術館、日本最大級の
広さの陶板名画美術館です。学芸員さんの説
明に続き、川田先生からも作品についての興
味深い解説をお聞きしました。淡路ハイウェ
イオアシスに寄り、素晴らしい旅行を企画し
てくださった川田先生に感謝しながら、医師

  【区医だより】
　発行者　澤井貞子
　編集者　中村泰久　藤吉理夫　　　　 
　印刷所　株式会社　サ　ビ 

あとがき

山田 郁子

会で解散となりました。
　愛染橋病院の谷先生は医学生になりス
キューバダイビングのライセンスを取得さ
れ、パラオの海の中でさまざまな生き物と出
会われたそうです。巻頭言で海中の様子を詳
しく書いてくださっていますが、水族館とは
全然違う迫力なのでしょうね。これからもさ
らなるダイビングでの新しい出会いに期待し
ております。
　浪速区医師会の岩城事務長は大人になって
からサーフィンを始められ、泳げなかったの
に、自分でプールに行き、そこに偶々いた知
らないおっちゃんに泳ぎ方を指導していただ
いて、泳げるようになられたそうです。さす
が !！
　谷先生の海での出会い、岩城事務長がはま
る海の楽しさ、鳴門の海の素晴らしさをあら
ためて思いながら、あまりに楽しい思い出に
なったため医師会旅行日記となってしまった
あとがきを終わらせていただきます。
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